
家蠶幼蟲中胃消化液の分泌竝に消化物質の吸收に

關する實驗的觀察

出口定次郞

Sadajiro YAMAGUCHI:- An experimentl observation on the mid-intestinal 

secretion of gastric juice and absorption of nutrients in the larva of 

silkworm, Bombyx mori L.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　言

　　槻の網簡般には全瞭じ嚇イヒ灘分泌し、靴㈱騰む洪｝激灘の吸牧綿

繋熟蜷嬰1諜纏翰鷺器犠欝搬圭雛鍛協凝繋誌繍繍

胞鋤の襯轍・れて肱或は一謡畑・二元轟蕪れて（・ゐ・が、・⑳撫作
　用に關しては未だ礁接的鐙明が爲されてゐない。　　　　　　　　　　　　　、

　　薯都藪に於て帽皮膜細胞面のエ・Hを齪し、絶轍ぴIH；他の物曇物囎囎蹴噛
　験的槻察を行ひe漕化吸牧機能の一面を明にし得たε信ずるので藪に報告する。

　　本槻鮒ふ蟷り・藤鰍氏及び朔江爬氏は、特に贈に凱鍬なる坦肋襖へられ
　た。蝕に深謝の意を衷するi次第である。　’t　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　r　實験材料及び孝法

騨料及び瑚こ蜘絡贈こ於て示す・．・　・，　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　ll・實　　　　　験

　　　　　　　　　　　　A・消化液の分泌に關する蜜験観察

　　測ヒ灘泌翻する從勅多くの蹴1ま揃轍び鯛に8霧くはその網め鱒に瑠
何れも胃腔内容物の性質を調登してゐるが、元來留膝内では食物ミ胃壁細胞面の中聞には圃食

蹴欝するので鱒蝉締騨入泌腰がある認ふので備都先づ細緬鰭質よ

吻之襯慰蘇需騰・緒　　　　　　　　・
（1ﾚ騨嚇蝋粕∴、　　罎　　　・

　木田邸中嚇の添餓は注射によ鷹兇の生麟饒働沖胃が繭及び後部に於τ染
鰍態曙しい瀬あるを指摘し確鎌、鱗蹴的蹴峨立つぺし灘ぺでゐる．鋤中
性赤の着色差異に就ては更に雷及してゐない。

　齢顧110號・支106瓢ぴ脚9號（1938～ユ940）＃他獺蠣兜、虫に4、5献就絶素中1

嚇繰鰹共に餌せしめ蝦染色を行ひ、25・Cにて約購間襯礪朧を捌・出するに到

つて灘搬り・之蟷殺し直ちに網を鰐糺鰭醐を切り齢搬膜洪に食伽除
去し・灘艸でスラィ欄予球展延しgeかに胃壁細緬を洗ひ，　4fieeに蝶のま喫めら

枇舗襯察した・　　　　　　　　》　t／．　　一＿．．，
　槻察結果　　　・　・
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941 @　翻縣學難誌　　（策十四岱
　添食長ffsu．，5に葱るもの、熟慧にi近きもの、湯殺後長時間を繧たるもの等を除いては，多くの

揚合次の如き色調の攣化を観た。（第1表及び第1圖）

　　　　　　　　　　　第1衷　中性赤による消化管内壁染色状態

』冒ヒ胃

1

謝　　照　　鍛　　　’白　　　色

中性赤添食鑑
@11　淡紅色

中　　　　　　胃

脳極輔・前・ノ・副後1／・部

鰭司蕪色1一色
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由　　色　‘

　　第1圖　中性赤に仰る胃埜内面の染色状態

：　　　’　　　．　　i　　　　l

淡紅色

l　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　：’　　　　　　　　　　　　　　」　　　・

　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　i　　　　　l

　　　　　　　　　　H』＿一→一
　　　　　　　　　　淡赤　　　　　黄　機　　　　　　　赤　赤　　　　　　淡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　樫　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　紅樫　　　　　　乃　費　　　　　　　　＆　禍　　　　　　　｝賦

　　　　　　　　　　色色　　　　　冤　色　　　　　　・冤　色　　　　　　色

　　tk即ち溝化管の申、前胃部は淡紅亀乃i姿白色、中胃最髄端僅小の部分は赤榿色、うζ中胃後部

　　論馨織響蓄雛籠辮蓄饗集畠難灘農灘1覧離幾灘箏

n嚇の膿斗て中性（P｝17・・）に於て赤髄櫨し・之よ励ゆリ’獺き側こ於て髄よ
　　　り璽に黄（ti，に攣じぐ酸性強き側に於て赤色に痩じN更に赤紫、塾色に攣化するものである箏は

　　　銑知の事蚕七あるのでs此の揚合の色調の差異がPHの攣化に藩くものtる事も亦窓易に想腺

　　　し得られる6そこで之を検iする爲に稀盤酸（P王正5、0内夕型）を切開圏堕1再に滴下した虜、豫想の

　　9Pt横乃羅艶螂は忽ちにi。・Tre赤色に攣化した調働攣化は翫の撒（直6訥外ジ

　　　秘下するこεによつて蜆られ畑Pち此の紛馳螂分綱撚中’距赤によつ磁猷

　　　れて練のではある謂液鰯ア・・X・’1の鳳こ難し、恰繊染猷麟蕃卸如くに見kt
　　　のである事が明白であるel換言すれば此の中胃前剣3部はアノレカリ性強壷漕化液の分泌に與つ

　　　そゐるこ，NJSが考へられる。　　　　　　　　　、　　　・

’　　　“1烈こ中性赤の色調εpH、便の關係は訳の通りである。t　／・　・t

色滋副1・樫睡擾「「二藝］
1画矧…以判・・b巨・以下［一レ・・9
響（2）網の欄鹸・薩疎禽及びPt他の舗こ働比働p鞭の測鑑

　　　　岡様な赫料葱（5齢4日目頃溢）を湯殺1”．），直後に胃壁細胞面彰始のRNくにして露田せしめs
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中嚇其他2・3のpH働ヒ酎旨示藥たる縢灘注下、染色繍み櫨、瞬駄し葡の生騰
染色の揚禽ざ殆さ岡様に夫々の色調を示した。そこで此の簡易法により多轍個騰にっき調査し

たが・その色調から概し灘つt・・E’Y壁欄酌近伽H髄榔位に郭硯るS蝦曝
す如くである。（第2表）t

　　　　　　　　　　　　　第2表　中f・t・gの各部位SpH慣

、’、 _＼　　　碇　　分　l

pH指示藥　　　　＼
揖＿驚＿一．．　　　＿聯鴬憂こ≧

rド　　馳　性　　　　赤

フ　　ニ鳥　　ノ　　ー　　ノレ　　レ　　ツ　　ド

ブPPtム．チモールプル桝

“e－・ゴルー
P

中　　　　胃　　　　　　　　　　　卿

前部・／・i後部・1／・
前岡部及後闘

8．O．く

8．0　く

’1．6く

8。O～8，2

7・O～7・O＞　　　　　6，8＞

　　　　　　　　　　　　　　　za7．0～6．8　　　　　　　　　　　6．　8　　＞

6．8｛．6．6　　　　　　　　　　　　　6v　8　　＞

7・0＞　　『　　　　6．8 ＞

　之によれば・閥灘152／3の細包mies・plr，s，・既、繍・／3の雛部eSk・7，Q以下a6碗くで

あるこ芝が知られる。爾此の前後部の境界は可也劃然ざ幅別せられる。

　斯様な圃磯化は最転ふまでもなく・・圏の皮脇田胞（圓筒系田茸麓立立に盃｝吠＄m胞）が含

衡する細胞液叉は分泌液の性質を示すものであるが、湯殺解劇の颪後に於ても猫楚等の液が濃

出叉は漏出しつ・あるこミが明である。

、　（3）〆張制的に留液．を吐出せしめた揚合

鄙㈱（1°°・・1・・）舳つて罫垂1綱に靴灘謙・I」．lt　IMせしめ熾児｝・鱒㈱臨中：・

性赤染魚の結騒多くの場合呼帽蔚部2／3は轡通躍の夫に比し稽々赤色調を聡すこ霊脅観た

が、之はその部のアルカリ物質の減少を請るものではないか零恵はれる。　　E

　（4）　中賜皮膜細胞工）H慨の1聯期蘭鍵化　　　　　　　　・　1
　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃

　4齢末期より5齢熟欝糊に到る逡、毎日の黛兜1こつ営璋1指添藥クレゾ“ノ靴赤、箕他2レ3を

用ひ、巾躍細胞維織各部を切り取り試鹸脚1瑠に於て、その色調の痩化を観sp鎧の近似樋を護

み取つた。（第3表）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　篤3表　4齢乃kS．　o「齢獄児中胃寄部のPH債

。、撫’灘謝

　’n　　、錺’・、嗣一閉｛　，

　　策4　眠．嫉

　　5齢　趨』鍛

　　〃　　2日鼠

　　〃・　3日　臼

　　〃　　4周　目

「，　t’〃　　5日　日

　　〃　　6日　目rL「

　　〃　　ヴ周　欝
　　《熟鱗に近の

麟一㎜・瀧一＝・・rt一聯繍認篇縄胤織雌蹴牒職剛

ee／．
@1蹄・　ヱ／3　　i　・中　　 部　　

1／3

　　　　　　　　　　　　　　3，0
　、い　　．6，4　’　　　　　　　　　　　　8，8

　　　舜・8　　　　　　　　　　　7i　2　’

　　　　8・‘璋、「　　　　L慧　　　　　　　　8，6　　　w

「　　　　8．4　，’　　．“・　　　　8．4　，

　　　　　　k　e　　　　　　　　　　　　　　お　　　　8．　8　　　　　　　　　ノ　’　　　8，8

　　　　8・2　　　　　　　　　　　e8，0

　　　　8・8　　　　　　　　　　　　8，4

　　旨　’8．　8　　　　　　　　　　　　　　　8，4

　　　　8、0　　　　　　　　　　　　7，4

後　　Pt　113

聯副　蟹臨「驚聯甥罵一
　　　　γ．2

　　　　7，6

　　　　7．2－

　　　　7．2
　　　i
　　　　7，6
　　　　　ボ
　　　　8．0

　　　　7。4

　　　　7、2
1　　　　　　7，2

　　　　ク，o

・　之に依れば各部共やH贋は眠中に低下歩る。5齢中憂化は起慧より3時留灘麗く、4　HiNに

　低い炉成畏極慶に到る造可成薦い。黙露になるS再び低下する6轟蕗の揚含も階期の如何を問

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
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　はず中胃前部1／3はpH最大、中部之に距ぎ後部は劃然ε常に最も低位を示してφる。

　　　　　　　　　　　　　　　アルカリ姓滑化液分泌に關する考察

　・以上實験Aに於て申性赤に依る生艘染色、湯殺解剖後の染色、其他pH指示藥1；　V！るPH儂

　の部分的攣化、又幼贔期毎日及び縄食中の駅態等の實醸掘察を行っナこが、之により翻兜中胃の

　細胞は全瞳Sして強アルカリ乃至中性に近き値を示すが、之を部分tYJに槻るS桐遼がある。帥1

　ち申胃前部2／3はアコUカリ性滑化液の分泌に與り後部は之に奥るこミが少い。

　　慰融、山。、耕撚撚の11聯の氣門爾鱒れば艘液のエ・H慣が上粥るこS羅
め、之が原齢呼吸囎酔ふ胃壁細胞の透灘の購の結胴液が」血腋内に瀧ば來るか

　らであるSしたが、此の揚合を見ても特に中胃の前部がアルカリ性の張いこεが認められ；結

　局中胃前部2／3は㌍Hの高レ・澗化液を分泌するものであるS見るこざが出來る。爾先に松村博

轟灘組融酉繍剛につ営研究肪れ、　A・nylas6　Z，SZぴXnv・rtaseの欄」劇獺驚の轍

によ罎り沖胃に於ては｛郷1劇るに從ひVl：，IT］が蜘・こ鋳認め、蝦水化物靴吸放ε岡　’

　傾向であらうε述べてゐるが、之は酵素作用を中心εしての見方であり、丑圏食膜内の現象で

　あるので、，著費の鋤合の如くpllに關し胃壁の細胞面に就て見た揚合εは比較が難しいが少く

　ざも濾化吸牧機能に分化があるこミ丈は明であるざ思ふ。

　　叉中周後部の機能に關してはAlkali性が低いかちざいつて之のみで浦化液を分泌してゐな

い鈍云へぬし・だから鞭つて鶴1こ騨㈱に徽してゐる・一いふこ騨嫌疎ない・

雛諜鑑潔群譲糠盤驚犠竃5轟島慧灘謙職黙雛．
　pH便につき越ぺτゐるが、特に畠w漁醇eは或種毘鐡の幼鹸及び成癒の揚含につ牽湘化管の

　部位的pH痩化を調ぺて騰り、之によればアルカリ度の翻含は、前冑33．d、巾胃44。瓜後彫

騨で・隅が騙であり1愛に・隅の中では中部及び後部がpllの高㎏・扉輔摘して暦り・

　盤見の揚禽εは稽々趣を異にしてゐる。然し内容物の場合はその中に於礎る移鋤誤考へられる

鯉紳灘囎肋融の鵬ε幽ら鵬鯵こ渦熱纏鰯榊遡硬鱒離軌
騰の病灘は此の灘の・鞭“磯か騨鞭聾醜謙難1雛簸購／／t

　　　　　　　　　　　　温舗働即黙騨ず鱒験騰5∫響「難　、、

’欄の騨のみでは輔繍卿麟蝋し難郵瞬な噺舗趣る瀕n幡勧質
の撃灘到級撚鋤はしないかε鰐矧墜卿如幽臓察柳つた・

　　（：）カーミLン添食沖胃吸牧作用　、，　　　　　　　　　　　　　、
　　桑葉，S共に色素ヵ一ミンを4．5齢懲見に食下せしめつ・3．4時間後先の實馳S岡様に解劇を

　行ひ、1胃壁内面を槻察しtこqその結果、．中胃後部1／3め部分のみにターミンの吸着が見られる

　が、中胃前部は殆♂着色されぬか女は淡着色である。尤も申悶最前端微かに淡赤色を呈する。

総鯛及巌齢疎髄れ濠い。然9螺添餓時聞に協場鶴帽が轡様に赤染さ滴
こミが多いが橘幌臨櫛濃番色揃部灘である・　XPt：カー．b　’tン跡Hの離によウ

　て愛色するものでは蓼い。　　、　．　　　、　　　「　　　　　　　　　　、

　e．．（2）、生弼豊に於ける、鰹化窮2賦添食實験

　　初めに簸化第2賊（Fe2Clのの濃摩恋瀞液を桑藁に塗源食下せしめ、一寒瞭聞後中胃を先の

　籍・・の齢卿く切開し認蜘撚部騰蝕盤によ罎飯慮（顯色化）をもつて
　’鹸恥鷺んS試みた。自Pち先づ5％緻聰を齢》4時間食下せしめた後解剖を行つた慮、胃壁内面；唱

騨誌嫌蝉血勲渤・す・騰識瞳畷雛・／・は黒緑色に猶し揃部は殆曙色して

雛懲樺駄欝離し鱒聯聯糊出した゜之購外囎筋
・黙tt羅懸　1「　　　　’　　　　　　　”
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つた・・そこで更に之に黄血囎の2％謙軸加したが前部は働・に淡嚇猷、後部は前より

岬蠣脚度を肌て來る濡を鍔めた・、

　（3）　湯殺解剖後載購呈色反懸

艦嬢験に於ては蝦襲に於て駄囎醸の蝟がll謙色櫨する観たが論凌踏遡懲
児㌘湯殺解剖しその中胃につきい5％の購化第2鐡瀞液を滴下した露蛋膿食下の揚倉S殆さ大

勲も繍1／鋤みは1轍隙こ瀧しf¢・此囎齢水洗ぼ醐褒す魏のではない。
鴨而してMh（2）及び（3）の齢共｝こ着齢に轍を加へる覗色し」穿鯉樋構液勧1へ

るS赤褐色にi攣色（復色）するを見た。　　　　　　　　　　　　　　1　　、．　　　　　「Ct

　ぐ4）㌔・鵬中鷲及び熟盤の蹴購反慮

嚇鋤棍勅識児及び熟鷲に號て、（B）の揚合ざ同膿にして蹴騨反懲を試みたが、’中霧に於ける

呈色反慮は全く見られなかつた。　　　　　　　　　　　　　　　　留　　一F…　　i　∴

　（5）　騨化第2賊により暗緑色にi歴色する物質の本騰に就て

　（？）、（3）及び（4）の鍵験掘察から中附に於て1暗緑色に礎化する物質は桑葉に幽來するこ言が

考へられたので桑漿につき實験を行ひ、次の事實を確認した。

　a．桑藥の切断醐うζは資傷部に繊醐を楼醐させ喬ε藻iはその部から嘱線色ヒ攣ずるこS。

画騨酪食の揚舗・隅内の食片が酬コ謙色に靴てゐる；E。　　　　　・
・∴桑射螺灘・川→・で均葦線素を脆融しめ、馳εし蝿あ峨鱒泌禰紐

う蝉暗繰餌こ著色するこ芝。．

da・b及びe・・1・於て知髄し燥姻・響勲蜘へる覗色し講騰翻1バ湊翻

色に痩ずるこS。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt　　e　，

継囎騨擦から撫化第嚇・よ囎緑靴する物闘瑚か｝こ棘の城頒あ醸繭
になつたo　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　㌧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　而，して肇漿の諸戒分中（1）贈化第2蹴ざ結合して曙緑色を呈し、（2）此の濁色が璽脛酸により

睨色し・（3）苛性曹遽により赤褐色に鍵色丈る物質は、タンモン酸以外1こ無いε考へられるn。ttt

　（6）　タンニン酸の跨壁面吸着作用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　t　ニ　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　；　　　　　l9P
　前紀實験から申胃後部暗緑色に薪魚するのは、桑漿中に存在するタン＝ン酸がこ・に吸蕾き　　t・・

、樋糖である畿が糊しナ・・　　　　　　　　　　　　．
鞍辮職犠繋雛1・、灘茎　瀬化物題璽吸懸蚊に吸牧機能に關する考察　　　　・　　・～

轡の撫・勲磁癬勤質の囎騰撚は離に輔繍1；於眼く徹編ゴ
酬・かつ群・篇渤一蒔はその噸』・ルカ蜘ご鵬・唄ド1灰撫し諮軌威
酸性には醐こく！熈姓ずる・從つ磁兜帽四に於てカー・絶素1よ撮…カ：ゆ融．

によ嚇朧ら存潤鰹髄ぽ騨華田蜥眺づ鰭さ櫛であら猫・、織幡嚇部：

灘醜撫禦讐継灘｝1驚讐く懸れ易い・脚骸あも幟1

　訳に鐵盤の食下叉は解剖後の反慮に於て暗線色を呈し、’t或は眠中、熟懲等では此の反慮なき

こ3・燥棄に於ける試藥購により難の1齢焔妙帥酸が斯くの女Ll仲駿部の胃
壁面に存在鎚こε等の事實か硯ても・他の難物成分鵬帽後部1こ特に騰に囎
吸牧せられるべきものなるこSが思惟せられる。

爾帽後鞭吸嘘用に特に陥深いであらうこεは・瀦が慰行つ≠・X線翻による中　’
胃の蠕動蓮動より見て脇容揚に想像し得る腱である。

e
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　論

　　著輪糀㈹、於て中胃の麟癬醗のP・・慨欄定し・姻渤質の存在を離的醐察

　　し、溝化液の分泌及び濾化物質の吸牧に關する考察を行ひ次の如き結論を得た。　　　　　、

　　　帷酬馳のpH指示藥食下1・よる蝿染触ぴ欄後の中眺色1こより・羅鯛蟹細
　胞のp聴鰯所猷銀あに鋳見出した・Eロち之によo　pH　tw　8・°以上の融靴液

　　は、帽の前部2／Bに於て分泌せられるこち中冑繍1／3はp肌Olこ近き便を示してゐる

　　こさが知られた。尤もpH　7・0に於て作用する溝化液が分泌してゐるかも知れぬが、之に就て

　　はこの實駿では明でない。

　　　更画一・・添食及び靴第2懸麗添鋤に渤1による鱒結刻ミから沖胃㈱に於て㌃

　　ミ。や桑葉⑩タ…酸が鍬1・囎せられるこ霊瑚かになつたが・之により他の難諸

・・ 薰熏氓ﾌ部分に囎吸腱ら＊tる噸ものであらう菖鰐へられる・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（於上田螺綜專r川」脳校）
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